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ヽ 二万
〈支部長〉小寺子明

　

年頭の挨拶には時期はずれとなっマしＪいｊしμが､莉耳を

迎え。皆寸んはびりようなお気符ちマ過ごされ笈し八でしょう

か。「今年こ利礼と思いを新即ぐれた方石いらっしやゐの

ではないでしょうか

　

今年、反､ｱ)会道支部副5周年を迎えＪｊ。そ(7)ための準備と

して、記念号を発行寸る計画乙建んでおりま玉ここに/5周年

を迎えられることは、ひとえに私達を支えて下１つている詳先

生方がいら。し､。るごとし八ヽう頂でぴ

(ﾌ)前に会費を払っていゐ一人ひと･畑会葬の皆寸んがいゐこ

とを、忘れてはいけないと思いま寸。会員の皆さんがいゐ限り。

友応

　

医療と福祉(ｱ)練遼が進む昨今てづが、斥くc7)方忽作えられ

工私遥は大きな夢を乙っマバざらに歩んでいさたいと思しヽま

す。今年もどうぞよろしく糾寸さ合い下ざい

２
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友・会結成15周年
i’記念総会と交流会のお知らせ

t一卜-゛y一一ﾔ･--4･l--←一←●-･-444-4W＝→-●i一一ﾔ･･←4･･--i･●●一命l*<f-^･･-●●･←-･-'‘'^･--*≪'

　

昭和4ﾜ年10月に北海叙郁が郷成されて、今年で/5周年

を迎え１す。

　

北海道マ･最も季節の凱ヽ６月20日～2旧に。記念総会乙

交流会を開催し丁べ埠他砲すすめて糾贈す。

　

記念総会は札幌八そして交流会は定山渓温泉にづ白し、

/Ｅ年を禅り返吹々いに語り、栗しみたいと思っていま竃

　

詳しくはまめてｺﾞ案内い八し頂す(ｚで、体調を整えて一

人マて今くの皆さんがご参ｶﾛ下察ゐことをお願いします。

ぐ

国会請願署名･募金ご協力(ｱ)御礼

　

「難病患者なとrＱ医療と生活-の保障をボめ乱国会請願署名7、

募金運動にご癩力い丁づにｙ本当にありか七うございました。

　

目

の健康や生活を守ゐためレ今年と､ま友皆寸んと共に頑張

りたいと.思いま１．

　

及の会として（昭和ろ2年／月禾現斥）

署ゐ数 ∂68名

募銚眼

　　　

82.463

　

円

　　

となりました

今く(ｱ)皆様のご癩力をありがとうございまし八。
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全国膠原病友(;り会総会に出席して
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小寺

　

千明

　

昨年の日月23日
、

東京お茅の水の東京ファ三り一年テルフヽの

支那長会議に引き統いて

。

翌舛剛2時より刊ぺ回区の工婦会館

において

、

刺M価洽及び医療講演会が行馴つれました
。

　

当日μあいにく叩几寒い曇り空でし靫が
､

敷しくなっ穴各支

那ぷぺ表(ｱ)方々乙一緒になごやﾒ)ｗ雰囲気てヽ会場に向がヽいま

した。

　

まず却めに序山代表委員の首拶に続いて釆賓紹介

､

祝電拶

露が行なわれ

、

議題に入りました
。

活動経傷報告

｡

濯支沃算

、

活動方針が支予算乙議題の内容につい勺ド‾膠原Ｎ０６乱にマ

前もっマお知らせしてあり四千

、

質疑応答乙特になこ会場

の皆さん介承認を得ました
。

　

そ叫喚支部代表紹介挨拶本部役剛9

に私達C7哺

】膠原病の原因究明と商船形E叫侮進強化

２、膠原病の早期発見と早期消療体制の諏立

3.膠原病の専門医．専門病院の適正配置

４。全ex]ブロヽｙク痢こ膠原病センター(ｱ1配置Ｏ膠原酒ﾈ特設

　　

置)

5丿羞額ベッドの軽減及び解消
４



６．医療保険適用ﾀﾄ剛寸帯医療費の支給

フ．医療費ジ費負担坤剱ﾐ患の拡大(シェーブド／症ｲ梁群)

８

　

専門医･ｲ呆健婦c7):t#Riてょゐ訪問診寮.訪問看護制度(ﾌ

　　

仰

９鍼､灸マ､ヅサーデ漢方草なじ東洋医学の医痢聊

　　

範囲を拡大レ給付期間邱憚を撤廃

､o、身障福祉法の拡大と難病患者(膠ﾉ原病)の援護措置の衣

　　

大

よ膠原病思看を含む悶鋼璋害者(ｱ)更生施

12.働ける膠原病患者の雇用促進

､3.単身膠胆瓦思看の公営住宅へcｱ)優先入居

　

以｣二をを員(ｱ)拍手をもっマ決議い八しましμ。

　

体憩の後ご研究班が始まって/5年をかがﾉ見て。と題し乙彦

応義塾大学病院の本間先生による医療床寅が行なわれまし穴。

こｏ内容についマばブ膠原｡に詳しく載｀ることと思いま可。

　

その棟の医療相談｡生濤相談及び有釈会には飛㈹機の囃

の都合マ惨カロマ･きまてんでし八がづ５同年らしかっ几のは医が

講演(ｱ)みマヘあとは物影ﾉなこyが残る総会でしﾌﾞｌ。それでび

会(;,始まる前(ｙyし(ｱ,時間を利用して。部易近＜の迎賓舘び

川八上智大字ぴ)キャンパス巻散策し八リしマ，ちょっのﾉ万

の気分を昧わった東京行万でした。

ぢ
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JPc全国交流集会に参加して

　

11
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三森礼子

　

去る丿月22、23曰く7)両曰にわたり、熱海市の新熱海ホテルに

於いて「曰本の医療福祉と患看運動を考える全国交流会。が

開かれた。

　

今年６月≒間ビしマの尊厳、生命(ｱ)尊厳刑可よ､仔大切に

引

ＰＣ)が秘成されたがしこの集会はその母体とな丿ダゆ八ｽﾞ)ヽ

な医療乙福祉をめ了す全国患者・家族団南島絡飢。交流乙討

諭を受け継いて行われr-~i(7)マあ乱

　

北海道ヵヽら宮崎県まで、26団体j48名の思ヽ看と家族が出席し、

廸難病速からは男葎事務局長。山崎さん、安将ｊん、偉く廣根

室からﾀ可万股･さん。そして三森の弓人が参々口した。

　

初めにこの会の八帥停であゐ長宏氏がう私たちば曰本

の医療ビ福祉の進行杉叫陣哺マヽある丿月日への希望を導ざぶ

すことが最大(刀目的Jj力強く疾拶した。威い大西三郎都立

大学教授の記念講演に勢バ１.思老の要求と運動が笑っ穴部果

として、＝安心しマ生涯を全うすゐ町＝乗京三鷹市の実例や、

｢‘明曰の期待が譲沁仙死ぬ。日々に期待を持ち続けゐ着だけ

が生き残るー。と八ヽう「夜と霧。に福かおたアウシュビノノ取

容所に重ね合わせμ話なご、心に残る講演バ｀づこ。苛接力、ら全

体を３つに分けマ分秋会ヽに入った。各地域での貫重な翼験や活
６



動が溌表ｊれμがレ叙本を通しマーロに吝火ゐことは。鼎々c7)

運動が丿思感中心の医療(7)ために諏実に寄与しマいゐ。ことを

碓薩したことマ･ある。

　

２曰目の最練ば酒榛事務局長が丿検扮舌動や相談ｸﾞ5嫌実に

拡が・マいる呻乙患者・障害者(ｱ)生活や要求が聊俤化しマい

ゐ。ま友患感及び介護若一世帯主が高糾じしマいく中マヽ今

津患看cｱ)自立生活をとツうずゐ心死亡率の改善と共に恋者が

ー/、マ暮ら夕なくnjいけなくなること。また。地賊較差をとｼ

う百るか、など、諸々な問題躍起と展望を含めたまとめ(フ)報菅

をして閉会となった。

　

日思協は1986年6F]15日

各地の難病団体や慢性疾患

の団体などで結成されまし

た一二の会はこ人間の尊厳

そして生命の尊厳が全てに

わたり、何よりも大切にう

れる社会_を顧って7現代

における人間件筏権刀闘い

を宣言して運動かすすめて

います．

　

まだ結成されたばかりの

会ですが、多くの皆さんｙ)

ご支援をいただきながら運

動していきます．

〈加盟を予定している団体〉
●北

　

海

　

道

　

難

　

病

　

迪

●秋田紺病LJI1体I璽絡協議会

●柚鳥県難病団休連絡協議会

●茨城県難病団休連絡協議会

●群馬県囃病団体連絡協譲会

●埼に県障害鮮病団体協議余

●長野県群病思者連絡t胚議会

●岐りI･.県難病ﾄ川本連絡協議会

●岫|印駱難病ﾄ川本連絡協議会

●三重県難病団f椙垂紐協議会

●温覧県難病迪絡協議会

●京都難病団体世続会

●大阪鮨病者団体連絡協議会

●兵庫県難病団体連絡協議全

●余良県囃病連絡協.議会

●高知県難病けI体迪絡臨議二

７

●宮崎県難病団体連絡協議会

●鹿児島県難病団体世絡|臨議女

IJグロキン被占者の会

Ｌり

　　　　

療

　　　　

会

‾7ヽモンの会全1玉|連絡協議会

　

公川肝臓病患者女連絡協議会

二一分国膠原病友の会

‾令国交通労働災害吋策協譲会

こ全国腎臓病患者連絡協議会

こ令川心臓病の子供を守る会

し全国多宛性硬化症友の会

二全llヤヽ－キンソン病友の会

丿企川･ヽ一セ，病患者協議会

でｊ氏恥機能グタレ一ブ

　

ll

　

本

　

l'.者

　

同

　

盟

　　　　　　　

1986乍8 niii6.
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難
病
と
い
う
言
葉
は
、
医
学
的
用
語

で
な
く
社
会
通
念
的
な
言
葉
で
あ
り
時

代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
が
っ
て
の
結
核
な
ど
は
国

民
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
そ
の
時
代
に

お
い
て
は
難
病
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の
医
学

の
進
歩
に
よ
り
新
し
い
治
療
法
が
開
発

さ
れ
た
り
し
て
現
在
で
は
難
病
と
し
て

考
え
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
疾
病
に
代
っ
て
、
今
ま

で
は
原
因
も
治
療
方
法
も
わ
か
ら
な
い

た
め
宿
命
的
な
も
の
と
し
て
、
患
者
も

家
族
も
あ
き
ら
め
た
り
、
ま
た
家
族
の

中
で
介
護
さ
れ
た
り
し
て
世
間
に
は
目

立
だ
な
か
っ
た
難
治
性
の
疾
病
が
。
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

で
は
難
病
と
は
。
原
因
不
明
で
あ
り
、

||･｡

治
療
法
が
未
確
立
で
あ
り
、
か
つ
後
遺

症
を
残
す
お
そ
れ
の
少
な
く
な
く
、
し

か
も
経
過
が
慢
性
的
で
、
経
済
的
、
精

神
的
に
も
負
担
の
大
き
い
疾
病
と
し
て

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
対
策
の
発
足
・

　

難
病
対
策
も
新
た
な
時
代
の
要
請
の

結
果
生
ま
れ
た
も
の
で
、
今
日
の
難
病

対
策
の
発
端
と
な
っ
た
一
つ
が
ス
モ
ン

の
登
場
で
あ
り
ま
す
。

　

ス
モ
ン
は
脊
髄
や
視
神
経
、
末
梢
神

経
に
変
化
が
起
り
、
初
め
両
下
肢
の
し

び
れ
な
ど
知
覚
異
常
を
き
た
し
、
次
第

に
身
体
の
上
部
へ
と
広
が
り
、
進
行
す

る
と
歩
行
障
害
や
視
力
障
害
な
ど
を
き

た
す
治
療
の
は
な
は
だ
困
難
な
疾
病
で

す
。

　

病
因
と
し
て
ウ
ィ
ル
ス
説
が
発
表
さ

れ
、
患
者
が
周
囲
か
ら
社
会
的
疎
外
を

受
け
る
な
ど
の
問
題
も
起
き
た
り
し
ま

し
た
。
原
因
不
明
の
疾
患
に
対
す
る
研

究
体
制
と
し
て
、
三
十
九
年
度
か
ら
厚

生
科
学
研
究
費
、
医
療
研
究
助
成
費
な

ど
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
四
十
四
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
の
研

究
班
が
ス
モ
ン
調
査
研
究
協
議
会
と
し

て
組
織
さ
れ
、
以
降
厚
生
省
の
大
型
研

究
班
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
調

査
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

四
十
五
年
九
月
、
ス
モ
ン
と
キ
ノ
ホ

ル
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
示
唆
に
よ

り
。
キ
ノ
ホ
ル
ム
剤
の
販
売
な
ど
を
中

止
し
た
結
果
、
新
患
者
数
は
激
減
し
ま

し
た
。
こ
の
成
果
は
、
他
の
難
病
に
関

し
て
も
、
ス
モ
ン
と
同
様
の
方
式
に
よ

っ
て
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
可
能
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
ス
モ
ン
の
入
院
患
者
に
対
し

て
、
月
額
一
万
円
を
治
療
研
究
費
と
し

て
支
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

難
治
性
の
疾
患
、
高
額
の
医
療
費
を

要
す
る
疾
患
に
つ
い
て
の
対
策
が
、
医

療
費
の
面
を
中
心
と
し
て
、
従
来
の
公

費
負
担
の
枠
を
こ
え
て
拡
大
さ
れ
る
】

方
、
治
療
研
究
に
対
応
す
る
調
査
研
究

に
つ
い
て
は
、
研
究
助
成
費
が
組
ま
れ
、

難
治
性
の
肝
炎
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
。

サ
ル
コ
イ
ド
Ｊ
ン
ス
な
ｙ
じ
ぎ
め
て
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

難
病
対
策
発
足
の

会
的
背

　

四
十
七
年
度
の
重
点
施
策
の
一
つ
と

し
て
難
病
対
策
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
四

十
七
年
七
月
一
日
か
ら
公
衆
衝
生
局
に

特
定
疾
患
対
策
室
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
定
疾
患
対
策
事
業
を
着
手
す
る
に

あ
た
り
、
医
学
の
各
分
野
に
お
け
る
専

門
家
か
ら
な
る
特
足
疾
患
対
策
懇
談
会

　

８

を
厚
生
省
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
設

置
し
、
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を

聞
き
、
調
査
研
究
の
対
象
疾
患
と
し
て

八
疾
患
を
。
治
療
研
究
を
四
疾
患
と
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
。

＊
こ
れ
は
。
旛
筒
紙
♂
Ｐ
ｃ
の

佇
間
」
6
1
年
９
月
／
∃
ｙ
り
転

載
ざ
せ
ヴ
い
穴
八
さ
ま
し
几
。

を
弓
７
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☆近漕限としましては、と･うにか新婚生活G哨

病気になり緬婚を諦めた私にとって、人並みな瀬婚式が出釆

新婚生活を送れゐなんマ夢みﾌﾞこ､｡ヽです。

　

しかし私淑

が目に見えマいゐＱマヽす１められないと言うレイ本の方乙腎犀

が供くなづ川震メ､なバづ)、食血の方も落ち兎冬ません。

　

宿院(ｱ)方乙なかなか大変です。今まで実啄の近＜にぎ年以上

乙かかっているので変えゐわけに飢ヽφヽ竃片捕１時問以よぞﾉ

ｶヽけ１通院しております。

　

これからは寒い冬、当別Ｑ方μすごい雪です。今は乙うー／、

叫

頑張りたいマヽす。

　

皆様石風邪などひかなｃよう気をつけマ頑張。マ下さい。

　　　　

ゝ｀じ'哨

　　　

●ｲ作]地美香子(旧姓仰引

９

９

ａ

＠



　

＊友の会新年会に出席して＊

☆２月ﾄﾖ。朝ヵヽ心大雪で、地方から出席されゐ方は大変で

はと思衣お･はしたが､欠席弟れ｀く棄しい２時間を過ごさ

ｔて乙らいました。

　

佐川先生づ碓腎注方６、日曜の家庭サービスを返上して出

席いたださありがとうごかいました。

　

私も入琳申マヽしﾌﾞyが、ぶ席しマ初顔兪ゼ:の方６いマ、自己紹

介、それにクヅ引きなど･むあり、思ヽいがけないプレゼ≒／トに噛

さん/じ｀ウ・ヤウベリ

　

久し皿心雁こぎんに会べ、何か生

きがいを見つけマ、ﾉﾄﾞしでひそれに向づ生ごマいゐと感じま

しか。

　

私達、患者マ､すけれとぺ身体の調子ａ盲い時に何かをしなく

孔ぴ

　

一歩すり４んでいきましょラノ

　

これば私自身考えな

ければと思･つていゐ事です。具合(ｱ)悪い時は先生に頼。宍ｊ

八白分マそ｢'借すんだ。と八ヽう気持ちになって頑張り｣し｡とう

ね。｀岫他力本彫にマヽす。

　

こ万欠(ｱ)集おﾉは、－/､ﾏ借乃く出席しマ話し洽っマみませ

んφヽ?

　

楽しみにしていまマ。

　　　　　　　　　　　　　　

・札幌市・

　

山田恭子

/○



☆こ(ﾀ･度、膠原病友卵会ヽに入会１ゐことになり、皆梯方自ま何

かとお世話になりますことを、ますにってご挨拶申しょげま１．

　

私の病勧ま秒鳶匯筋炎フズ（二(ﾌ)節名とわが々までにはい

ろいろ刄ごエピソードがありました．今思えば、この病気に笑・

た.四ユ、かれこれ/0年荊にもさかのばると尽ヽいま寸．

　

現在冶療中剛硫永別好内科病院で．昨年ワ月筋刻靴り緬果

多発匯筋炎であゐことがわヵ川まし几８月にこ・病限に入院

しマ以釆、職茉柄９月に一時遼院をし、再劃〇月より入院中マ

ありますダとて乙衣い病院マ≒院長死生をばじめ諸先生方、

そして看護婦さん

　

それにい九､ゐ御世話下こぎゐスタッフ(ｱ)皆

さん０毎日の励まし(ﾌ･ぞ私乙節気に負けな．ヽよう頑張ってい

ます．私の場合．長期にね白ﾉ酒気にかカヘ八為う副柚ま/'こ

同じく長期/μヽ要な肩で１けれしいすれにせよ病気がよまて

くれれば七祈りつつ頑張っていゐところです．

　

こうした病院生浩乙私の場合初めママすｏでバまじ心丿落ち

着知ない毎曰でし/≒が、いろヽ.｀ろな本を読んだり．いろいろの

人とａ出合いの守マドなんれん√いちばλばし．などの資料を

健っ九ヽ八八乱自分の病気に対で肝口識｀やら

　

障害年金など

の勉強をし毎曰を逆づている次矛で工こうしてり分なりにこ

の肩な病気になり、今までヽ感じなかっ穴、そしてまし考え八

ことのない事納をいろんな分野ヵヽら勉強すゐことが出釆、あゐ

面では良ヽ二乙八と岩分なりに官い片肺に解釈をしていゐ訳てづ
川



　

「なんがんノいちばんぼし。を読まゼマいμμい八中マ≒皆

さん一人一人が頑張っているの八と、手にとゐようにｲ云わって

ｊまマ。それに雅さん一人一入でヽはなぐ皆ざんの力がーりの

軸となっていゐんな分野マ希ｙ動いマいて、私(;り拷な乙剛こ

６力になって七れていゐと思うと

　

筆を走らせない訳にμいか

なくなり、乱丈マづありまでが書ガゼ：マいかだいた訳で寸。ど

うがヽ冷瞳ピもよゐしくぉ願いいたしまず。

　

なお、皆

が、そ(乃日を楽しみにしてｕヽｊす。その節はよろしく７

(彩E､北砧餅恂側梯院入院中)・沼田町・熊野勝太

翠
今年乙、碧秀んヵヽらたくｊん(ﾌ)年賀状をヴボさありがと

うございました。その中の一郎をご紹介します。

●深川市三浴、育千子

　　

今のどころは元気にやっマいＪす。息子6今年ヵヽ弓保育

　

園に人ゐ予退マづ。私乙元気にやっマいます。今年び阿

cｎ:･うに元気にいさ八い乙思います。 幌雑
・長崎県

　

入μ:

　

尊顔子

　　

あにほしマおめマ･乙うゴデいます｡苅が味ぎ

　

山は緑切

　

おｊ五月を迎えマおります。北と南とマソ驚く程の達いです，

　

今年石北海道からの鷹関紙を栗しふにしマいま工
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●札幌市麻田ｲ石子

　　

草々に賀拡ありがとうごドいます。旧年中はｲりヽどお世

　

話になりまし八。私入院せず≒２週関に一度(ｱ)通院生活で

　

病気と神夜くしながら日々を過ごしマいまず。皆々麻が

　

今に向かいますcｱ)で体に気をつけブお勤めして下乱｀。本

　

耳右どうぞよろしくお願い申しょげま覗

●ｵし愕市片桐常子

　　

色々お世話ありがとうごダい・竃自分の事ぼ心ﾉで申

　

し訳けありません。夢中マ働いマ抄ノオす。本茸胴圭丿昇

　

てヽ和はｊＪうお参り申しょげ言す。

●旭川市野村央子

　　

冷、年そﾉ元気づ

　

くお願い致しま葺。

●清里町者倉亜紀子

　　

あけＪしておめでどうござ句まず。凧邪もひかずに元気

て･す丿捗回ﾉよろしくお願いしa:^.

●旭川市小彩真智子
％や

　

昨年中はいろいろお世話になりまし紅。今年もまた病気

とケソ刀しないようにリ月名い話題をたく方んつくりまし

ようね
/3



●工磯町私元婁

　　

口項の波動に感謝申レ上げます｡゛今年こそ｡乙沃意し

　

体調に気を配っマいるの７ヽすがしｙかなｽﾞ)ヽ思うようにいｊ

　

ません。マヽもこれ位ﾏ順けマいらわまぞん洋。娘のために

　

む。本年むと･うぞよろしくお願いいたしＪ寸。

・帯広市犀回漬子

　　

いつ石ｺﾞ者労祥７ず。お世訟仙､るぱ抑ノマ可(ﾌ)お手柘、

　

ぺﾉぶ釆す申し訳けありＪせ

●今金ヽ町小隅千私

　　

お身体の調子はいかがヤすか。今年胴可ｽﾞ)孚れば出席宍

　

でてい八だざたいと思っマいまず。

震(り(の(猷りの(茜ち(シ

　

会員(ｱ層ざんヵヽらの会費ば。友の会活動の大切々資金と

なっています。

　

今回は。昭和ぶ2年３月で会費切れ(7)方達に、郵便振替用

紙を同封いたしましたので、よろしくお願いします。

　

肉、生活保護を受けマいゐ方なし会費納入が困難な事

痩の方はツ会費免除などで今ます(フ)で　辱務局へご一報下

さい。

/斗



事務局からの畜知昌世

☆ご寄付いダゴ七まし友

・目黒ﾉ諸子M 2900円　・加藤禎子様　４５０円

・柴田宣子浦

　

肋0円

　

･磯尾英深浦

　

らo。0円

・熊野勝太瀦3000円

　　　　　　　　　　　

ありがとうございまし鳶。

☆新しく入会され八方達です。

・松井春英ｓ（ＳＬＥ Ｓぷ生）

・熊野勝太乱（今発椎筋炎s.ts生）

・新田

　

真弓さえ(SLE S.羽生）

女社所変更(ﾌ)万達です。

　　

・成田

　

ハナさん

O明副｡こ塚族と離お一人暮らしを焙めまc八｡）
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・阿部偲子乱

・浦辺律子乱（旧姓布ﾉ旧

・阿部

　

ｲ圭子，ふ

・丸田利恵子！ん

・達藤稔、yふ

｀く;ぶ:4祁婚しました。

･市凛しおり４（旧姓斉藤）

　

昨年(7･6月結婚しまし穴。Ｊ月鳶口jﾇﾇ児ａ赤石。ん

を産みＪ寸。体の事もあり色々健いか脳み乙しましたが

産むつもりでいます。今は理解ａある主人にも恵ま几

とて乙乖福にしマいＪす。ここまマニれ穴事に、本当

に色々な方に感謝しマいます、

輿参与球験婦,方心りぐじ 守瀕牡ヘアドバイス､を？-･
/6
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Jμ囮ｆＪ

　

月日(7)経つ(ｱ)は本当に犀いろ(;り７･■ね。この闇までご明

けましておめでとうございまず｡｡,ど古っマいたかと,思うど

乙う２月乙半ばに入り，いよいよ道支部の/5周年記念企画

も本杯的に汚動開熔７ヽす。

　

２月1 B(B)に胤幌郵便貯金会館においマ。何時ど､お世

話になっている佐川先ｔ河野死生をお迎えして。新年会

を行なりました。゛食べゐこ（､が主体でしたが、それマヽ

乙時朔ばず琳匈卵ほヽに冷いに食べ、多いに語り合った

ぴとときマヽし八。（/8名参ｶﾛ）

　

ﾀﾄljまμま以厳ししヽ寒さが

が乙うそこまマヽやっマ来マいます。乙うひと息ヽの早抱です。

気をゆるめす、こ(ｱ)冬を乗り切りましょう。

　

辱に)

1７
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